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テーマ：windows10「高速スタートアップ」を
巡る話題

１．高速スタートアップ とは

・起動時間を短縮するためにWindows8から導入された機
能

・ディフォルトでこの機能が設定されている
・スタートアップ高速化の理屈
１）通常のスタートアップ

ＰＣ電源ＯＮ➝ＯＳの読込➝初期化➝ログイン

２）高速スタートアップ
ＰＣ電源ＯＮ➝ hiberfil.sysファイル読み込み ➝ログイン

hiberfil:hibernation fileは電源off時に作成される。

のプロセスで高速化される。
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２．高速スタートアップの効果

HDDの方が効果大



３．高速スタートアップでの問題点

１）パソコンシャットダウン時に若干時間が掛かる
∵hiberfil.sys（非常に大きなファイル）が作成（更新）される

２）パソコン起動時にF2キーをなどを押し、BIOSの設定画面を開くこ
とが出来なくなる。

∵通常のBoot sequence を通らない
３）Windows Updateの更新プログラムがうまく適用されないことが

ある
４）USB機器(USBメモリなど)が、認識されなかったり不具合が起きる

場合がある。特にUSB機器が1.1などの古い規格で起こりやすい
∵ハード構成が変更された場合、 hiberfil.sysに未反映

５）インターネットが突然繋がらなくなることがある
６）１台の記憶装置(HDDやSSDなど)を共有して、複数のPCで使用し

ている場合は、データが消えてしまったり、片方のパソコンが認識
しなかったりする場合がある

高速スタートアップは外しておいた方が良い！！



４．高速スタートアップ設定の解除方法

チェックを外す



５．コンパクトＯＳによるスタートアップの高速化

・ＨＤＤから起動するＰＣにおいて効果大？
・DISC（File)を圧縮し、起動時におけるHDDからのデータ転

送量を少なくする ＝ 高速化
・CPUでデータ伸長しなければならないため、その処理時間

が必要。従いCPU能力低ければ立ち上がりが逆に遅くなる
場合も有り！！

・SSD PCは効果は期待出来ない？
・コマンドプロンプトで圧縮を行う

Disc 圧縮はやはり Disc 拡張が本来の目的？！！

スタートアップを早める正攻法

https://www.pc-koubou.jp/magazine/21462



＜おまけ＞

USBメモリによるHDD PCの高速化

USBメモリをHDDキャッシュのように使う「Ready Boost」

https://reneeds.net/2019/04/18/readyboost/


